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令和６年度事業報告 

事 業 名 等 事  業  内  容 時 期 

１奨学金等の 

給付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 奨学金等の給付状況は、次のとおりである。 

 

（１）奨学生採用決定数 係る分 17 計   34,464,111 名 

（２）奨学金の給付       111 名   28,883,000 円 

    一般の災害等に係る分  72 名    17,903,000 円 

    東日本大震災に係る分   39 名  10,980,000 円 

（３）入学一時金の給付係る分 1 33 名   2,560,000 円 

    一般の災害等に係る分  21 名   1,680,000 円 

東日本大震災に係る分  12 名       880,000 円 

 

＜給付内訳＞ 

（１）学資金の給付   

   大学、高等学校又は高等専門学校等に在学する奨学生 
    66 名 23,747,000 円  （単位：円） 
 

  ア 令和 6年度分 年間給付者 

66 名 23,729,000 円  （単位：円） 

金 額 

（1 ヵ月） 

月

数 

一般の災害等に係る分 東日本大震災に係る分 

人数 給付額 人数 給付額 

41,000 12   19 9,348,000  10 4,920,000 

41,000 1   1 41,000   

29,000 12   6 2,088,000  6 2,088,000 

23,000     1 276,000 

18,000 12   12 2,592,000  11 2,376,000 

合 計   38 14,069,000  28 9,660,000 

  

（注）月数の 1 ヵ月は、令和 6 年 5 月から休学した奨学生１名に

対する給付（4 月の 1 ヵ月分のみ給付）。 

 

  イ 令和 5年度分（令和 6年 3月分） 

1 名    18,000 円  （単位：円） 

金 額 

（1 ヵ月） 

月

数 

一般の災害等に係る分 東日本大震災に係る分 

人数 給付額 人数 給付額 

18,000 1 1※ 18,000   

 

（注）令和 6 年 1 月殉職された消防職員のご子弟 1 人（採用時：

高校 3 年生）について、令和 7 年 2 月に採用決定し、令和 6

年 3 月分から給付、当該者は令和 6 年度も受給しており、

66 名に含まれる。 

 

（２）学用品購入費の給付  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R6.7.19 から 

R7.2.21 までの間

で給付 

 

41,000=大学等(自宅外) 

 

29,000=大学等(自宅) 

23,000=高校等(自宅外) 

18,000=高校等(自宅) 

 

 

 

 

 

 

（中途採用者） 

R7.2.21 に給付 

 

18,000=高校等(自宅) 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２会報の発行 

 

 

 

３(公財）ＪＫＡ

補助金 

 

 

 

 

 

 

 

 

   中学校、小学校に在学する奨学生    

  

  ア 令和 6年度分 年間給付者 

45 名 5,136,000 円  （単位：円） 

金 額 

（1ヶ月） 

月

数 

一般の災害等に係る分 東日本大震災に係る分 

人数 給付額 人数 給付額 

10,000 12 12 1,440,000 11 1,320,000 

9,000 12 22 2,376,000   

合 計 34 3,816,000 11 1,320,000 

 

イ 中途採用者  該当なし 

 

（３）入学一時金の給付    

  令和 6年 4月に大学、高校、中学校及び小学校並びに 

 これに準じる学校に入学した奨学生              

 33 名 2,560,000 円  （単位：円） 

金 額 区分 
一般の災害等に係る分 東日本大震災に係る分 

人数 給付額 人数 給付額 

120,000 

50,000 

50,000 

50,000 

大 学 

高 校 

中学校 

小学校 

9 

6 

3 

3 

1,080,000 

300,000 

150,000 

150,000 

4 

4 

4 

0 

480,000 

200,000 

200,000 

0 

合 計 21 1,680,000 12 880,000 

 

（４）奨学金の都道府県別内訳 

   別表１（4頁）のとおり  

 

  会報「消防育英」第 101 号・第 102 号（各 5,100 部）を発

行し、奨学生との交流に努めると共に、全国の消防機関等に

配布した。 

 

 （公財）ＪＫＡ補助金申請等に係る執行状況は、次のとおり 

 である。 

（１）令和 6年度補助金交付決定通知書（4月 1日付）を受領 

した。 

（２）令和 5年度補助金の額の確定通知（4月 25日付）を受領 

した。（確定額 22,968,000 円） 

（３）令和 7年度補助金交付要望書を提出した。 

（４）日本消防会館への移転に伴い住所変更届を提出した。 

（５）令和 6年度補助金の状況（上半期）に関する報告書を 

提出した。 

 

 

R6.7.19 から  

R7.2.3 までの 

間で給付 

 

10,000=中学校 

9,000=小学校 

 

 

 

 

 

R6.7.19 に 

給付 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R6.9 発行 

 R7.3 発行 

 

 

 

 

R6.4.2 

 

 R6.4.30 

 

R6.9.1 

R6.10.1 

R6.10.4 

 



 
 

 

 

４奨学生懇談会 

  を開催 

 

 

５基本財産 

 

 

６寄付金 

 

 

 

 

 

７会議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）令和 6年度補助金精算払申請書を提出した。 

（７）令和 6年度補助金 19,255,000 円を受領。 

 

 全国の奨学生を対象として、奨学生懇談会を開催した。奨

学生と保護者、各県消防協会関係者等が参加して、奨学生や

保護者の交流を通じて奨学生の健全な育成を図った。 

 

当法人の基本財産は 1,178,336,452 円であり、その拠出内容

は、別表２（5頁）のとおりである。 

 

寄付金の状況は、次のとおりである。 

（１）東日本大震災消防殉職者遺児育英奨学基金への寄付金 

    令和 6年度        443,000 円 

（２）消防育英事業への寄付金 

令和 6年度     25,994,793 円 

 

開催した会議等は、次のとおりである。 

（１） 理事会 計 5回 

  ア 定時理事会 2回 

   ・令和 6年 5月 28 日 

・令和 7年 2月 6日 

  イ 臨時理事会 3回 

   ・令和 6年 6月 17 日（書面会議） 

      ・令和 6年 9月 24 日 

・令和 6年 12 月 20日（書面会議） 

（２） 評議員会 計 2回 

  ア 定時評議員会 1 回 

・令和 6年 6月 17日 

  イ 評議員会 1 回 

     ・令和 7年 3月 3日 

（３） 監事監査 1 回 

・令和 6年 5月 13日 

（４） 奨学生選考委員会 1 回 

・令和 6年 6月 11日 

 

 

 

 

 

R7.3.6 

R7.4.3 

 

R6.7.25～7.26 

 

 

 

 

 

 

 



（別表1）

令和６年度奨学金給付状況

人数 人数 金　　額 人数 金　　額 人数 金　　額 人数 金　　額 人数 金　　額 人数 金　　額 人数 金　　額

1,212,000 1 348,000 3 648,000 2 216,000

18,000 18,000
※2
令和6年3月分

2 青 森 0 0 0

4 1,320,000 2 984,000 1 216,000 1 120,000

19 5,988,000 8 3,936,000 1 276,000 6 1,296,000 4 480,000 東日本

1 492,000 1 492,000

12 2,784,000 1 492,000 3 1,044,000 3 648,000 5 600,000 東日本

5 秋 田 2 2 216,000 2 216,000

6 山 形 0 0 0

4 828,000 1 492,000 1 120,000 2 216,000

8 2,208,000 1 492,000 3 1,044,000 2 432,000 2 240,000 東日本

8 茨 城 1 1 492,000 1 492,000

9 栃 木 0 0 0

10 群 馬 11 11 3,708,000 5 2,460,000 2 696,000 1 216,000 1 120,000 2 216,000

11 埼 玉 1 1 492,000 1 492,000

12 千 葉 0 0 0

13 東 京 0 0 0

14 神 奈 川 0 0 0

15 新 潟 2 2 228,000 1 120,000 1 108,000

16 富 山 0 0 0

17 石 川 0 0 0

18 福 井 0 0 0

19 山 梨 0 0 0

20 長 野 15 15 3,096,000 2 984,000 1 348,000 4 864,000 3 360,000 5 540,000

21 岐 阜 5 5 1,296,000 1 492,000 1 348,000 1 216,000 2 240,000

22 静 岡 7 7 1,260,000 1 492,000 1 216,000 1 120,000 4 432,000

23 愛 知 0 0 0

24 三 重 0 0 0

25 滋 賀 0 0 0

26 京　　都 3 3 444,000 1 216,000 1 120,000 1 108,000

27 大 阪 0 0 0

4 816,000 1 492,000 3 324,000

1 41,000 1 41,000
※3
5月から休学

29 奈　　良 1 1 348,000 1 348,000

30 和 歌 山 1 1 120,000 1 120,000

31 鳥 取 0 0 0

32 島 根 0 0 0

33 岡 山 0 0 0

34 広 島 0 0 0

35 山 口 0 0 0

36 徳 島 0 0 0

37 香 川 0 0 0

38 愛 媛 0 0 0

39 高 知 0 0 0

40 福 岡 0 0 0

41 佐 賀 0 0 0

42 長 崎 1 1 492,000 1 492,000

43 熊　　本 1 1 492,000 1 492,000

44 大　　分 1 1 492,000 1 492,000

45 宮 崎 0 0 0

46 鹿 児 島 0 0 0

47 沖 縄 0 0 0

111 111 28,883,000 30 14,309,000 12 4,176,000 1 276,000 23 4,986,000 23 2,760,000 22 2,376,000

一   般 72 17,903,000 20 9,389,000 6 2,088,000 0 0 12 2,610,000 12 1,440,000 22 2,376,000

東日本 39 10,980,000 10 4,920,000 6 2,088,000 1 276,000 11 2,376,000 11 1,320,000 0 0

※1

※2

※3

令和６年度中途採用者（令和7年2月採用）の令和6年3月分。当該者は令和6年度も受給しており6名に含まれる。

5月から休学の者は4月分のみ給付

内訳

5

6

13

127

宮　　城

岩　　手

奨学生は47都道府県中、19道府県にいます。

合　計

区分
合計

大学生（専修学校含む）
中学生

自宅外通学 自宅通学 自宅外通学 備　考

28 兵　　庫

福　　島

233

4

自宅通学

都道府県

高校生
小学生

1 北海道 6

 



(1) 24,921,200 円

(2) 11,236,100 円

(3) 34,998,000 円

(4) 19,880,000 円

(5) 15,000,000 円

(6) 424,000,000 円

(7) 292,872,652 円

(8) 355,428,500 円

1,178,336,452 円

全 国 市 長 会 助 成 金

合　　　計

全 国 町 村 会 助 成 金

日 本 船 舶 振 興 会 助 成 金

そ の 他 の 寄 付 金

（平成22年度以前）

剰 余 金 繰 入

（平成18年度以前）

（別表2）

消防育英会基本財産拠出内訳

令和７年3月31日現在

全 国 消 防 団 員 拠 出 金

全 国 消 防 職 員 拠 出 金

全 国 知 事 会 助 成 金

 



令和 6 年度役員等の状況 

（令和 7 年 3 月 31 日現在） 

１ 会長、役員（理事長・理事・監事）及び評議員 

 （１）会長 秋 本  敏 文  （日本消防協会会長） 

 （２）理事及び監事   

 ① 理事長 北 崎  秀 一  （日本消防協会理事長） 

   理事 磯 部  力  （東京都立大学名誉教授） 

    稲 山  博 司  （全国市長会事務総長） 

    小 林  恭 一  （危険物保安技術協会特別顧問） 

    葉 梨  衛  （茨城県消防協会会長） 

    山 野  岳 義  （全国市町村振興協会顧問） 

    吉 田  義 実  （全国消防長会会長） 

  ② 監事 岡 本  誠 司  （消防団員等公務災害補償等共済基金常務理事） 

    西 口  茂 敏  （元奈良県消防協会会長） 

 （３）評議員 伊 豆 原  孝  （日本損害保険協会常務理事） 

   大 江  秀 敏  （市民防災研究所理事長） 

   金 森  賢 治  （全国消防機器協会会長） 

   川 島  正 英  （前 NPO スローライフ・ジャパン理事長） 

   木 村  俊 介  （明治大学ガバナンス研究科専任教授） 

   清 原  慶 子  （前三鷹市長） 

   中 島  正 信  （全国知事会事務総長） 

   平 野  啓 子  （語り部・かたりすと） 

   松 浦  嘉 昭  （島根県消防協会会長） 

   山 﨑  登  （国士舘大学名誉教授） 

   横 田  真 二  （全国町村会事務総長） 

      

２ 奨学生選考委員   

   北 崎  秀 一  （消防育英会理事長） 

   重川 希志依  （常葉大学名誉教授） 

   髙 梨  成 子  （（株）防災＆情報研究所代表） 

   畑 山  栄 介  （消防庁消防・救急課長） 

   間 島  正 秀  （法政大学名誉教授） 

 



３ 役員並びに評議員及び奨学生選考委員の異動状況 

 （１） 役員     

  ○理事長 再任 北 崎  秀 一  R6.6.17 

       

  ○理事 退任 菅 原  進 一  R6.6.17 

   就任 小 林  恭 一  R6.6.17 

       

   再任 磯 部  力  R6.6.17 

   再任 稲 山  博 司  R6.6.17 

   再任 葉 梨  衛  R6.6.17 

   再任 山 野  岳 義  R6.6.17 

   再任 吉 田  義 実  R6.6.17 

       

  ○監事 再任 岡 本  誠 司  R6.6.17 

   再任 西 口  茂 敏  R6.6.17 

       

 （２） 評議員 再任 伊 豆 原  孝  R6.6.17 

   再任 大 江  秀 敏  R6.6.17 

   再任 金 森  賢 治  R6.6.17 

   再任 川 島  正 英  R6.6.17 

   再任 木 村  俊 介  R6.6.17 

   再任 清 原  慶 子  R6.6.17 

   再任 中 島  正 信  R6.6.17 

   再任 平 野  啓 子  R6.6.17 

   再任 松 浦  嘉 昭  R6.6.17 

   再任 山 﨑  登  R6.6.17 

   再任 横 田  真 二  R6.6.17 

       

 （３） 奨学生選考委員 辞任 岡 本  透  R7.3.31 

       

       

 




















